
共同研究成果のハイライト

 研究成果の概要

第8回RFP アイデア型「＜移動式基準球を活用した3Dレーザースキャナによる広域・長大空間の精密把握技術＞」
実施機関：クモノスコーポレーション株式会社／JAXA

 研究成果のハイライト
特徴点が無い広域・長大空間を最小構成による測量手法の確立と遠隔無人
計測に向けた技術課題の抽出
測量手法の確立

目標合成精度：1cm/1km 達成合成精度：9.35cm/1km
地図情報レベル500の地図作成に使用可能な精度を達成
機器特性の把握、基準点測量の手法を元にした測量手法の確立

遠隔無人測量に為の課題抽出と技術検討
遠隔無人化に必要な仕様の地理まとめと課題抽出ができた。

本研究成果の合成精度約10cm/1kmが大面積の宇宙基地や道路等の建設用
途として活用できることが確認できた。遠隔無人計測するための課題抽出で
きたため、今後ロボット化に向けた検討を実施をする。

 宇宙／地上へのインパクト
宇宙では月面においての「基準球による手段の有効性」、宇宙基地や道路等の建設用途など「用途と測量精度」、遠隔無人測
量のための「宇宙環境適用性」の課題を確認することができた。
地上では今回の新たな測量手法を活用し、トンネル等長大空間における高精度かつ短時間の測量の実現に貢献できると考える。
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